
順位 質　問　者 答　弁　者 用　　　　件　　(　要　旨　)

１ 木村　實馬 町　　長 １． 町民所得の向上対策

(1) 本町の町民所得を考慮するとき色んな分野が想定される
が、先ずは本町一次産業の中心である農業が考えられ
る。耕地面積の実態等考慮するとき、水田作物の付加価
値化を高める農業政策を進めることで所得増に繋げられ
ないかを問う。

２ 富永　洋一 町　　長 １． 電算化による業務の効率化を問う（再質問）

(1) 電算化に伴って業務の効率化は。

(2) 住民の利用状況は。

(3) 庁舎外での住民サービスに向けての活用状況は。

(4) 電算化によるペーパーレス化は何％か。

町　　長 2. 農産物のブランド化に向けた取りくみを問う（再々質問）

(1) 米の認証制度の取りくみ状況はどうなっているか。

(2) ブランド化に向けての課題は何か。

(3) おいしい米づくりメンバーとの話し合いは行っているのか。

(4) ブランド化に向け地域商社との連携をとるとあるが、地域
商社の実働はいつか。（総会資料）

（5) ブランド化に向け早期米の産地を取り戻す取りくみをどう
進めるのか。（総会資料）

３ 松元　健作 町　　長 １． 野良猫、地域猫対策について

（1) 近年、野良猫や地域猫の増加が地域社会において大き
な関心事となっており、その対応が求められている。特に
野良猫がもたらす様々な問題、例えば感染症の拡大や地
域住民とのトラブル、そして猫自身の健康管理の難しさな
ど指摘されている。このような状況において、地域猫の管
理や野良猫の対策がどのように進められているのか、また
今後どのような対策を講じていく予定なのかについて、具
体的な方針や取り組みについて問う。

４ 宮後　竜一 町　　長 １． ごみの減量について

(1)

町　　長 2． 猫の去勢・不妊について

(1)

町　　長 3． 防災について

(1) 地震・台風等の避難の呼びかけについて問う。
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３月定例会で各家庭に一般ごみの分別冊子配布を提案
したが、その後の検討はどう進んだのか。

町は「さくらねこ無料不妊手術事業（行政枠）」に参加して
いるが、その効果は？のら猫が減ると考えるのか問う。



順位 質　問　者 答　弁　者 用　　　　件　　(　要　旨　)

５ 柳　一夫 町　　長 １． 町道管理と作業員の処遇改善は

(1) 距離が長いが両地区作業班員の状況は。

(2) 募集の状況、応募者はどのような状況か。

(3) 地球温暖化で高温の中での作業、最低賃金で支払って
いるか。

(4) 人が集まらない、少ない原因は賃金にあるのではないか。

(5) 町道管理は良くしていると考じるが一ヶ所いつも払ってな
い所がある。一軒家の前であるが不在の場所と思われる
が。

(6) 環境整備費として振興会へ戸数割で歳出している。喜ば
しいことであるが、戸数の少ない所で作業距離が長い所
がある。これらを考えて補助すべきではないか。

町　　長 2． 不快害虫ヤンバルトサカヤスデについて

(1) 一軒の家庭から不快害虫、気味が悪い位い発生したと聞
く、町での発生状況は。

(2) 町へ連絡したと言うが、その対応は、県への連絡は、その
指導は。

(3) H8年度から市町村で行う薬剤散布等の駆除事業につい
ては特別地方交付税措置が講じられることとなったとあ
る。その駆除方法は。

(4) 県がリーフレット作成配布しているが、町民は知らないと考
える。町で不快害虫の駆除方法等を町民が知るべき方法
を考えてはどうか。

６ 䭾原　光 町　　長 １． 辺塚だいだいについて

(1) 本町の特産物という辺塚だいだいは、ＧＩ認証の登録から
７年が経過しようとしている。 しかし、本町の特産物として
多くの人に認知されているのだろうか。辺塚だいだいの生
産者を始め、関係者や町は経済的に潤っているのだろう
か。
全国を見ても、南大隅町と本町にしかない辺塚だいだい
を生かしてこそ、農業の振興や町の発展が図られるので
はないか。
ＧＩ認証の指定まで受けて発展に欠ける原因と、その改善
策を探る。

町　　長 2． 叶岳ふれあいの森について
(1) 今夏も同窓会や家族連れの利用で賑わった叶岳ふれあ

いの森であったが、ここからの景観は素晴らしく、これまで
と同様に観光施設として地域振興のために生かすべきで
あり、今後１０年・１５年は利用できるように施設の修繕が必
要と考える。
本年度で、指定管理者の指定の期間が期限となるが、叶
岳ふれあいの森の位置づけや、今後の整備計画等につ
いて問う。
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